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実験に個人参加 という形でしか参カロした経験を持た

ない我が国の素粒子実験屋 としては,何 とかしてテ

ィームとしての国際協同実験の実績を作 り,将来の

更に国際化するであろう素粒子研究にそなえたとい

うのが ,ノ ボシビルスクとの協同研究,DESYと の

協同研究を計画 した私共の願いでした。

昭禾口47年 12月 準備費を以て参カロしたDES Y(ド イ

ツ電子シンクロトロン研究所 )と の脇同研究は翌48

年事業が正式に認められ,東大ティームは DASP

(Double Arm Spectrometer)実 験 に於て内

部演1定器系を担当する事になりました。図 1-a,

bを参照下さい。東京大学が設置 ,完成 したシヤワ

ーカウンター及び多層チュープチェムパー (共に光

子,電子のエネルギー,通過位置を濃1定 )は, この

実験の成果を得る上に極めて大きな役割 りを果 しま

した。即ち昭和49年秋 より陰陽電子衝突実験を始め

たDASPは ,■ 月の米国に於ける新粒子 で丁/7に続

いて″り発見に,直ちに対応,12月 にはこれらを追

認すると共にその崩壊様式の演1定に入りました。半

年後,DASP協同実験はψ′が単色のγ線を出して

新粒子Pcに崩壊し,それが叉γ線を出してψに崩

壊する事を発見しました。更にその2ヶ月後にはψ

がγ線を出して新粒子X1/C,そ してXが 2つのγ線

崩壊するのも発見しました。これらのγ線を検出浪1
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定するの1/C東京大学は不可欠の寄与が出来たわけで

す。DASP実験はその後 も引続き続行 し 2ヶ 月1/C一

つ位の感じで結果を発表 してきましたが,翌51年 7

月Fcは弱い相互作用で崩壊する新粒子の存在を発表
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し,現在もデータを取 り続けています。この新粒子

はその後チャーム中間子として同定されたもの以外

に重い軽粒子も入つているらしい事が分つて素粒子

4/8理学の最先端のテーマの一つとなつています。

さてStanfOrd tt DESYで のこれらの陰陽電子

相互衝突実験の予期以上の成果をふまえてStan―

for dでは更にエネルギーの大 きい 150億電子ボル

トづつの衝突装置 PEPを 作る計画を発表 しました
し,DE SYで も190億電子ボル トづつの陰陽電子相

互衝突装置 PET RA(POsitrOnen Elektronen

Tandem Ring Anlage)の 計画を発表すると同
時に,東京大学にもそれを用いた実験に本格的に乗

り出して欲しいとの要請が行われました。この計画

は昭和50年 10月 西独政府によつて認められたので,

これへの参加計画を物理学教室の関係諸先生等とも

相談の上で昭和
"年
度概算要求として理学部に提出

した次第です。

PET Mは昭和53年末に完成,54年早 相々互衝突
実験を4つ進行させる予定ですが,東京大学はその

4つのうちの 1つ JADE(マ IAp an―Deutchland―

England協同実験 )を行 う事になります。(IADE
の実験装置を図 2に示 します。 この中で東京大学の

担当は lead giasと 書いてある鉛 ガラスチェレン

コフ検出器 (光子 。電子のエネルギーを演1定する )

全部 とdrift chamberと ある内部荷電粒子検出

器の電子回路の一部です。これらの費用の一部 とし

て52年度には 8,294万 円の物件費が認められました

し,叉当施設 もこの実験のベースキャムプとして設

置 されたわけです。

写真 1に DESYの全景が写つていますが,外倶1の

白い円周を 190億電子ボルトの電子 と陽電子が逆向

きに走 り, 4ケ所の実験棟 (4角 の自点で示されて

いる )の所で互に衝突するわけです。JADEが設置
されるのは写真の右下の実験棟です。小さな小判形

は現在 DASP実験が進行 しているDORIS相 互衝突
装置で,その左にある細長い建物は 4億電子ボル ト

の線型カロ速器が入つています。これでまず加速され

た電子叉は陽電子は,ま ず DORISの上 lrc見える電
子シンクロトロンで20億電子ボル トまで加速され ,

一時DORISに貯えられます。充分な電流が貯えら

写真 1
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れる|ど:叉電子シン′曖―卜鋼イに展され難 は70億

電子ボルトにまで加速されな外のPコ TRAリ ングル

入討き|れζす。これか151m億電子ぽルト弯でり加

1攀 の中央若と中えたに動ふ(実験榛とFTJ&く
愁奮に自点)R]空洞によつて物 ま―■。
さて当:黎 り颯標健資材騨都議羨まで推 J塾

D弱襟出轟密完感き輩■‐幽籍評々 から,鬱をに入る

事ですが:この日礫達成の為に1颯極めて限られた期

限の他:にも人員の間置,犠掘大学腱学

―●実現:やデ■―夕解析0為の大型コムピユーメー
'の

利

用をど輔 な接 実現する蒔 、幾つ勒 ハ験

されて居りますo

隷 こと書牛来国外での欄脈酢亀験を2野詳して来て

勒 ずる鑑 い櫻岬̈ 繁箋加を鰤側にし磯 ‐

す|るが,真には彗夕磐ば ,1修士輌 o実

験的トレー■ンタ壼どの様にしで実施する.かな本気

で考えれば力ら濠燃.と'い う事です。この面に関して

は今年度瑾学部からも計画が島ている様ですから,,

何とが重て藩萎風卿藁っていまれ

J勒 ほt動新粒子(新しい雛 0‐夕,‐夕に

1輔し|たもの十1新 .しい場 )1の観 |,C錢量掩

磁力学の裏に後細な時窪額戯での機灘,10電磁相互

1鮨需と霧糧ユ作用と軒 参魏暴回時葛 等を主たる

鋼輿助駒とし|て居コ楼ずヽ

LttPを始め颯 肇機に勁誼に,これらの実験目

歯のケち0幾つかが轄しい儀 をも.たらしてくれ込

事審希うものですが:この1賊点で少し靭 ヽの夢を

述バさせて頂書たいと思いれ

いづれにせよ嚢績を上げ
―
てから痰り計画が初めて

霧慮され驀る のヽですが″稿轟として
.は
,こ こ数年

の針ちに.1醸鵠畔生"大学鑓修士認畢0学生に本
‐

格的実験0.ト レ:‐■ングを与え得る様な設備を理学‐

1郡に設鷲する事,調離業の計画ばか)でなく他にヽ

1国際脇同研難が実現して鷺時あⅢ羹3位のプロジェ

′卜が3～ 5年0期限で次 ヒ々実施される.様な口常
.

権教|と,しその“鱚 国際鶴力施設IPり如

應ものを期 する[乳.これ覆理学輸駆可浴・ 火艤

線の恒釧察鶴ワ齢疲としてc瑶級が離鶏等襲ともいえるでし

基りが,‐夢はつ僣な|い も0ですo

終pに0ぞみコ1改わ卿 0皆様に1感謝し命磯

とも御叱聾御轍達警御顧峰.する次第です。


